
令和３年度第３回さいたま市地域医療構想調整会議 次第 

令和４年１月１７日（月） 

１９時３０分～ 

１ 開  会 

２ 議  題 

（１） 第６次地域保健医療計画に基づく病院整備計画の計画変更について 

（（仮称）順天堂大学医学部附属埼玉国際先進医療センター） 

        【埼玉県保健医療政策課】資料 

（２） その他 

３ 閉  会 

≪資料≫ 

次第 

委員名簿 

さいたま市地域医療構想調整会議設置要綱 

資料１ 今回の地域医療構想調整会議でご議論いただきたいこと 

資料２ これまでの経緯 

資料３ 医療機能別病床数の年度別推移について 

資料４ 療養病床及び一般病床の基準病床数・既存病床数 

資料５ さいたま圏域に係る基本データ 

資料６ 病院の整備計画変更申請書 

座長提出資料 病院の整備計画変更申請書に係る質問について 



（任期：令和３年４月１日～令和５年３月３１日）

所　属 職　名 氏　名

1 一般社団法人浦和医師会 会長 登坂　英明

2 一般社団法人大宮医師会 会長 松本　雅彦

3 一般社団法人さいたま市与野医師会 会長 森　泰二郎

4 一般社団法人岩槻医師会 会長 林　承弘

5 さいたま赤十字病院 院長 安藤　昭彦

6 自治医科大学附属さいたま医療センター センター長 遠藤　俊輔

7 さいたま市民医療センター 院長 百村　伸一

8 医療法人社団協友会彩の国東大宮メディカルセンター 院長 藤岡　丞

9 地域医療機能推進機構さいたま北部医療センター 院長 黒田　豊

10 地域医療機能推進機構埼玉メディカルセンター 院長 吉田　武史

11 医療法人聖仁会西部総合病院 理事長 西村　直久

12 医療法人慈正会丸山記念総合病院 理事 丸山　泰幸

13 医療法人三慶会指扇病院　 理事長 鈴木　慶太

14 さいたま市立病院 院長 堀之内　宏久

オブザーバー 学校法人順天堂 理事 天野　篤

委　員

さいたま市地域医療構想調整会議委員名簿



さいたま市地域医療構想調整会議設置要綱 

 （設置） 

第１条 埼玉県地域医療構想（以下「構想」という。）の達成を推進するために、さい

たま保健医療圏（構想区域）における必要な事項について、さいたま地域保健医療協

議会設置要綱第８条の規定に基づき、より専門的な協議を行うことを目的とする専門

部会として、さいたま市地域医療構想調整会議（以下「調整会議」という。）を設置

する。 

 （業務） 

第２条 調整会議の所掌事項は、次の各号に掲げるものとする。 

 (1) 構想の推進に係る協議に関すること 

 (2) その他さいたま保健医療圏内の実情に応じ必要な事項 

 （組織） 

第３条 調整会議の委員は、医療関係者及び市職員をもって構成する。 

２ 調整会議には議長を置くこととし、議長は委員の互選により定める。 

３ 議長は、調整会議を代表する。 

４ 委員に就任するときは、委員就任承諾書（様式第１号）をさいたま市長に提出する

ものとする。 

５ 委員が任期途中で辞するときは、委員辞任届（様式第２号）をさいたま市長に提出

するものとする。 

 （委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 委員が欠けた場合は補欠委員を置くこととし、その者の任期は、前任者の残任期間

とする。 

 （会議） 

第５条 調整会議は、議長が招集し、主宰する。 

２ 委員が調整会議に出席できないときは、調整会議の了承を得て代理の者を出席させ

ることができる。 

３ 議長は、必要に応じて委員以外の者に出席を求め、意見等を聴くことができる。 

４ 議長は、適宜、調整会議における議論等の内容を、さいたま地域保健医療協議会の

会長に報告するものとする。 

 （事務局） 

第６条 調整会議の事務局は、保健部において処理する。 

 （その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、調整会議の運営等に関し必要な事項は、議長と

事務局が協議して定めるものとする。 



附 則 

この要綱は、平成２９年４月３日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 





































病院の整備計画変更申請書に係る質問について 

○病床について 

・県の計画によると、さいたま区域では高度急性期、急性期病床が過剰であり、今後回

復期、慢性期への転換が必要とされている。このような現状を踏まえ、800 床の高度

急性期病院をこの区域に新たに開設する必要性をどのように考えていますか。 

○医療機能について 

・さいたま保健医療圏には、救命救急センターが３か所あり、周産期母子医療センター 

が４か所ある。このような現状を踏まえ、救命救急センター、周産期母子医療センタ

ーをこの医療圏に新たに開設することの必要性をどのように考えていますか。 

・新型コロナウイルス感染症について、順天堂大学の患者対応実績をご教示ください。 

・医師確保困難地域への医師派遣のための具体的方策の記載がないが、実施方法をご教 

示ください。 

○人材について 

・人員計画について、医師 300 名、看護師 800名、その他コメディカル 366 名等の合計

1,583 名の医療従事者を集めるための具体的方策をご教示ください。 

・高度急性期医療を提供する 800 床の病院において、看護師 800 名が適切な数なので 

しょうか。 

○スケジュールについて 

・２０３０年の開院では、その間地域の医療需要に応えられない状況が継続することに

なるのではないか。 

・当初の公募条件では、平成３０年３月までの着工であったものが、今回の計画では２

０３０年の開院となっており、整備スケジュールが大幅に遅れている。その理由につ

いて、新型コロナウイルス感染症以外の理由も含めてご教示ください。また、今後の

整備に向けたスケジュールは、誰がどう管理する予定でしょうか。 

座長提出資料 


